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SIPのミッション  

SIPは、ベンチャー企業に対して、 当社が無限責任組合員としてファンドの責任を負う組織型対応をしながら、資金提供だ 
けでなく経営戦略の面からも支援する「ハンズオン」にこだわる、起業家によるイノベーション・システムを支援する米国 
シリコンバレー流のベンチャーキャピタルです。 
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【沿革】 
JAFCO在籍時代に日本初のLPS（Limited Partnership)であるベンチャーキャピタルファンドJAFCO第１
号を設立し、日本アジア投資（株）、CSKベンチャーキャピタル（株）の設立・発展に寄与した現ファウ
ンダー取締役会長の齋藤篤が、米国流の高いROI（Return on Investment）を実現するベンチャーキャピ
タルを目指して1996年に設立しました。 

SIPはアジアベースのグローバル・ハンズオン・ベンチャーキャピタルです 
SIPは、「アーリーステージ」にあるベンチャー企業への投資こそが、ベンチャーキャピタルが業界
として成り立ちうる存立基盤であると考えています。「アーリーステージ」段階にあるベンチャー企
業への投資においては、成功のためには、単なる目利きによるポートフォリオ投資のみでは足りませ
ん。ベンチャー企業が持つ潜在力のある製品やサービスの販売チャネルを確保し、より大きく展開し
ていくために、大手企業との事業提携・資本提携関係をも視野に入れ、支援していく「ハンズオン」
能力が不可欠です。 

 

SIP 
 

「この世で一番偉い人間は企業家である」 J.A.シュンペーターの言葉がSIPの理念です 
ベンチャー企業は、資本主義のエンジンとなるイノベーション・システムの主役となるべき存在です。
２０世紀、自動車、エレクトロニクス、インターネットにおけるイノベーション・システムが時代の
産業を牽引してきました。SIPでは、「経営にイノベーションのある会社・企業家こそが、社会に最
も貢献し発展をもたらす」との信念のもと、イノベーションを起こす起業家を発掘し、投資・支援を
行っています。 「この世で一番偉い人間は企業家である」という経済学者J.A.シュンペーターの言
葉が、SIPの企業家に対する基本スタンスです。 

http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://image.blog.livedoor.jp/kota6053/imgs/f/9/f98c433c.png&imgrefurl=http://blog.livedoor.jp/kota6053/archives/50725524.html&usg=__G1YEDGHepgGoo8ePp9xtT7QQWFY=&h=267&w=400&sz=1&hl=ja&start=2&itbs=1&tbnid=ccZbIlqZV_MmjM:&tbnh=83&tbnw=124&prev=/images?q=%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%9B%BD%E6%97%97&hl=ja&gbv=2&tbs=isch:1


②代表の齋藤茂樹は、日本の大企業、アメリカ・インターネット企業勤務経
験後、アントレプレニュアーとして、インターネット業界でのIPO経験を積ん
できました。深い事業知識と広い業界ネットワークを武器にVC業界に参画し
ています。取締役の中田博敏は医学博士であり、米国でのバイオVCにおける
豊富な運用経験を持ち、佐々木は日立、スタンフォードRI、JAICとシード技
術のベンチャーや海外ベンチャーの投資経験豊富な日本では貴重な人材です。 
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① JAFCO、日本アジア投資、CSKベンチャーキャピタルと日本型VC会社の歴
史を作ってきたファウンダー取締役会長の齋藤篤のもと、日本のVC業界のベ
テラン白川彰朗が日本のVC業界の次の飛躍を創造すべく、SIPに経営参画し
ています。 

③ 東証マザーズからⅠ部までスムーズに成長していくには、成熟した日本市
場だけでの発展では不十分で中国をはじめとする韓国・台湾などの市場を取り
組んだビジネス戦略と事業計画が必須となっており、サポートするハンズオン
ＶＣにもアジア市場進出のサポート能力を備えていることが必要となってきて
おります。 

アーリーステージ 
からのハンズオン 

ビジネス成長支援能力 

厳格な投資先への 
管理体制 

東証Ⅰ部まで 
の成長には 
アジア市場 

へのサポートが 
ＭＵＳＴ 

SIPのハンズオンVCとしての差別化・コアコンピタンス  
 
SIPは、金融系を中心とした日本のVC会社のなかで、独立系ＶC会社として、事業戦略に対する目利きのみならず、高度な 
「ハンズオン能力」を備え、「アーリーステージ」にあるベンチャー企業に投資する、日本では数少ないグローバルスタン 
ダードのハンズオン・ベンチャーキャピタルです。 

④ アジア市場を網羅した成長にあわせて、株主としても国内の株主のみなら
ず、欧米・アジアの投資家からの投資を組み入れていることがより企業の安定
的な高株価戦略につながります。 SIPはアメリカニューヨークをはじめとす
るアジアの小型株に投資している投資家へのロードショーなどの実施をコー
ディネイトしていきます。 

 
グローバルな 
株主づくりの 
ためのＩＲ支援 
と海外証券市場 
へのアクセス 
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代表プロフィール 

齋藤茂樹 （サイトウ シゲキ）  代表取締役社長 
 

1961年生まれ。東京大学経済学部卒業後、85年に民営化一期生として
NTTに入社。大企業向け通信ネットワークの販売・構築、料金・サービス
契約約款のデザイン、認可業務等を担当、94年退社。97年、米国マサ
チューセッツ工科大学（MIT）スローンスクールにてハイテクベンチャー
の経営を学び、MBA取得。その後、米国ネットスケープ・コミュニケー
ションズ入社、日本市場でのポータル・ビジネスを統括。（株）デジタル
ガレージでは、公開期の中心メンバーとして参画、代表取締役として大手
企業への戦略的インターネット・ソリューションを提供。大企業とともに
新規事業を立ち上げる手法「スポンサード・インキュベーション」を開発。
2004年～ 2011 年までデジタルハリウッド大学大学院教授としてデジタ
ルコンバージェンス論及びベンチャーキャピタルビジネス論で登壇に立つ．
現在は、インターネットをはじめ幅広い領域で活動中。 有能なビジネ
ス・クリエイター。 
日本ベンチャーキャピタル協会理事、日本ベンチャー学界会員 
 
◆著書  
「イノベーション・エコシステムと新成長戦略」（丸善出版） 
「デジタル・コンバージェンスの衝撃～通信と放送の融合で何が変わるのか」日経BP企画 

齋藤は、投資先候補の技術・ビジネスモデル、事業戦略を評価、投資後は、高付加価値化のための事
業戦略、資本政策戦略などを担当します。日米の情報通信大手企業での経験、ベンチャー企業のIPOお
よびIPO企業インキュベーション、ハイテク業界でのマネージメント経験を活かし、投資先企業の成長
のためにさまざまな角度からのハンズオン支援を実践します。 

http://gs.dhw.ac.jp/teacher/interview/img/ph-saito_s.jpg�
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近著 「イノベーション・エコシステムと新成長戦略」丸善出版 

次世代日本の成長戦略の柱になるべきは，ニュービジネスの企業群とそ
のニュービジネスを創っていく主体になれる大手企業とベンチャー企業
である．このニュービジネスの一つひとつを木にたとえると，それらの
木が森というクラスターを形成するようにつくりあげ，さらに森の中か
らまた新しい若い木が次々と新しい成長サイクルをつくっていくような
生態系システム，すなわちエコシステムをつくりあげることこそが日本
の，あるいはグローバル経済における共通の成長戦略である．本書では，
この日本の成長戦略を考えるために，経済成長を引き起こすイノベー
ションとはどういう仕組みであるべきか，さらには自律発展的なエコシ
ステムをどうつくりあげていくべきか，について具体的に議論を展開し
ていく． 
 
 
刊行によせて  （日本ベンチャー学会前会長 一橋大学教授 伊藤邦雄） 
本書の著者の齋藤茂樹さんは，こうした問題を熟知し，かつ私と同じ問題意識
を共有してきた豊かな将来性をもった若きベンチャーキャピタリストです．齋
藤茂樹さんは，アメリカのMIT で教育を受け，アメリカの起業家精神や資本主
義の実態を目の当たりにしてきました．それをベースに日本に戻ってからのベ
ンチャーキャピタリストしての経験に照らして，未来志向でわが国の羅針盤を
提示したのが本書です．一緒に夢を追いかけ，この国を再び輝かせましょう 

第1 章 資本主義とイノベーション  
第2 章 インベンションとイノベーションの発展段階 
第3 章 大企業とベンチャー企業 
第4 章 リスクファイナンス・ビジネスのあり方 
第5 章 イノベーション・マーケット 
第6 章 グローバルマーケットをもう一度考える 
第7 章 イノベーション・エコシステム創造への挑戦 
第8 章 アントレプレニュアーの生まれる社会 



 

   ２） 事業内容について     
 



ディストリビューション・チャネルの形成による企業価値の上昇 
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ベンチャー企業の発展ステージごとの投資の分析 

創業 【シード】 【アーリーステージ】 IPO 

一般的な 
企業価値 

創業のサービス 
開発フェーズ 

商品開発が終わり、最初の
ユーザーで販売売上があが

る 

損益分岐点を越
える。単クロ達

成 

累損解消 

公開による発行株
式の流動性獲得に
よる価値上昇 

一方で株式市場の
浮き沈みの影響が
大きすぎる 

そのまま株価上昇 

【エクスパンション】 【レイターステージ】 

１ 

２ 

３ 

３～５億円 
の企業価値 

（10～20％の確率） 

１億円前後の企業価値 
（0.3～0.5％の確率） 

２０～３０億円 
の企業価値 

（40～50％の確率） 

【グロース】 【スタートアップ】 

公開株価上昇
後、 

株価下落 
100－300億
円規模のビジ
ネス戦略が描
けていない 

ビジネスモデ
ルがしっかり
しており、公
開株価上昇後、
大衆ユーザー
をつかみ

expansionを
かけあがり、 
100－300億
円規模まで成
長できる会社 

１０～２０億円 
の企業価値 

（20～40％の確率） 

SIPファンドのターゲット領域 

１ プロダクト開発完成による企業価値の上昇 

２ 

株式の上場による市場価値をもったことによる企業価値の上昇 ３ 

100～300億円 
の企業価値 



時間→ 

新
規
ユ
ー
ザ
ー
数
→

 

ニッチ先端層 マス大衆層 

イノベーター 
テックに超強い 
新しさを求める 

全体の2～3 ％ 

アーリー 
アダプター 
テックに強い 
変革を求める 
全体の10％ 

アーリー 
マジョリティ 
テックに強い 
実用性重視 
全体の30％ 

レイトマジョリ
ティ 

テックに弱い 
家電感覚を求める 
全体の40％ 

ラガーズ 
テックアレルギー 

全体の15～18％ 

異なる
価値観 
（非連
続） 

タ
ー
ゲ
ッ
ト
像 

ホール・プロダクトへの進化 
コア・プロダクト 

＊出所：“Crossing the Chasm” by G.A. Mooreに加筆 

ハンズオンによるプロダクト発展フェーズについて  

ベンチャー企業が商品開発したプロダクトはコア・プロダクトと呼ばれるイノベーター層に 
受けいれられるプロダクトです。SIPのハンズオン手法は、このコア・プロダクトを大衆 
ユーザー層に受け入れられるホール・プロダクトに商品として進化させ、大手企業のもつ販 
売チャネルに商品をのせることでエマージング・グロースを輩出していきます。 

アーリーステージの 
ベンチャー企業は 
イノベータ層向けに 
商品を販売しスター
ト 

キャズム 
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大衆ユーザー層に
受け入れられるよ
うプロダクトを洗
練させ大企業との
提携により販路を
拡大しディファク
ト商品に発展 



ＳＩＰが投資しているアジアのクロスボーダー・ベンチャー企業 
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株式会社ミドクラ  
 
アマゾンコムのＩＴ 
担当であったドミトリウ・ダ
ンを中心にしたアマゾンコム、
Googleの外人技術部隊と
ApaxのIT担当のパートナーの
加藤氏が創業した会社。 
OPENSTAKのクラウドのオー
プンソースをベースにしたク
ラウド・インエイブリング・
のＳＡＡＳサービス提供会社。
ＮＴＴ－ＩＰが出資。グロー
バルなマーケット拡大と株主
による展開を計中
http://www.midokura.jp/J/index_j.html 

 
株式会社果実堂 
 
バイオ公開会社のトランス
ジェニックの創業社長の井出
社長が5年前に創業したメディ
カルアグリビジネスを目指す
会社。ベビーリーフを栄養素
や土壌の成分などを全商品の
トラックが可能なデーター・
システム農業ベンチャー。Ｌ
ＥＤのＣＣＳ社との植物工場
での水耕栽培や中国千博企業
集団と提携した中国への展開
を計画中。 
http://www.kajitsudo.com/index.php 

マイ払い株式会社 
 
 
 
Paypalの日本担当で現テスラ
モーターズのKevin Yuが創業
したアメリカで発展。Google
の決済システムのプロトタイ
プとなっているプリペイメン
トのカード発行をしないデ
ビットカード決済システム 

 
株式会社 
スリー・ディー・マトリックス 
 
MITの技術をライセンスを供
与と出資を受けて日本で開発
してきたベイン・アンド・カ
ンパニーの永野氏とメディカ
ル業界出身の高村氏の経営
チームによる自己組織化ペプ
チドによるC型肝炎などの感
染リスクのない外科用止血剤。
扶桑薬品により外科手術用止
血剤が製造申請中。海外への
展開を公開後予定。 
 http://www.3d-matrix.co.jp/ 

 
 
ダブル・スコープ 
株式会社 
 
韓国サムソングループ出身の
崔社長がＴＮＣの支援を得て
日本で創業したリチウム電池
のセパレーターという部材の
開発会社。中国のＰＣ・携帯
向け二次市場から市場参入し、
サムソンが大型出資しＩＴ商
品向けの拡大。更に米国バッ
テリー大手のＡ１２３システ
ムから電気自動車向けの大量
受注をうけ、発展中。 
 
http://www.w-scope.com/main_japan.htm 
 
 

セグウェイジャパン 
株式会社 
 
ＳＧＩロボット・セグウェイ
事業部の大塚氏がＭＢＯした
Personal Mobility Robot ビ
ジネス。私有地からつくば市
での特別区へ発展。 ミドル
ウェアなどの自社商品を組み
合わせて、台湾・ベトナムの
販売権利を取得し、アジアワ
イドでのロボティックス事業
を目指す。 
 
 http://www.segway-japan.net/ 

コネクティックジャパン 
株式会社 
 
Panasonic からのスピン
アウトである平田社長を中
心にしたチームが、セラ
ミックをベースにした大量
動画処理の半導体のパッ
ケージの製造技術の提供会
社。 台湾トップの
Nasdaq公開企業の
ChipMosとの資本を含む提
携を交渉中。 
http://www.connectecjapan.com/index.html   

エイベック研究所 
 
大手企業の商品についてのお
客様のコミュニティーサイト
を自社メディアとして運営す
るためのASPサービスとその
コミュニティー活性のための
マーケティング・コンサル
テーションを提供する企業の
ためのソーシャル・マーケ
ティング会社。自動通訳機能
との連動で海外への同時マー
ケティング・リサーチも提供。 

http://www.midokura.jp/J/index_j.html�
http://www.kajitsudo.com/index.php�
http://www.3d-matrix.co.jp/�
http://www.3d-matrix.co.jp/�
http://www.3d-matrix.co.jp/�
http://www.w-scope.com/main_japan.htm�
http://www.w-scope.com/main_japan.htm�
http://www.w-scope.com/main_japan.htm�
http://www.segway-japan.net/�
http://www.segway-japan.net/�
http://www.segway-japan.net/�
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政府・大学 
リサーチ・ 
プロジェト 

リサーチ・ 
プロジェクト 

デベロップメント・ 
プロジェクト 

アーリーステージ 
プロジェクト 

エクスパンション・ 
プロジェクト 

シード・ベンチャー アーリーステージ・ 
ベンチャー 公開後の第2成長 

大企業 

ベンチャー 

官・学 
ビジョナリーユー
ザー向けのコア・
プロダクト 

マジョリティー・
ユーザー向けの
ホール・プロダク
ト 

コア技術とアプリ
ケーションの紐付
け 

CVC① 
技術開発 

アウトソース 

CVC② 
サービス開発 
アウトソース 

カー二バライゼーション 
イノベーション・ジレンマ

キャズム 
大企業とベンチャーの提携 

グローバル・プラットフォーム 

インベンション・ フェーズ イノベーション・フェーズ 

囲い内 SIPのビジネス対象エリア 

コア技術とアプリ
ケーションの紐付
け 

Global consumer  
market 



 

  ３） 今後の展望について    
 



SIPはアジアを世界最大の成長市場として日本市場と中国市場・南アジア市場で構成されるとし、 
アジアでの戦略的事業領域をハードウェアをベースとしたハイテク分野と農業・食品加工などの 
食ビジネス分野、さらにはシリコンバレーと連動したインターネット分野として捉え、重点展開 
していく。 

 
 
 

中国 
（台湾） 

アジア 
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日本 

南アジア 
シンガポール 
ベトナム 

インドネシア 

シリコン 
バレー 

 インターネット分野 

今後のターゲットする事業分野と地域展開 



創業 【アーリーステージ】 【スモール・キャップ】 

IPO後、IRの
基盤がしっか
りしておらず、
株価下落。

300億円を超
える規模のビ
ジネス戦略が
描けていない 

【マイクロ・キャップ】 

起業家・個人投資家・
VCによる投資 

マイクロキャップファン
ドによるスムーズな300
億円価値企業の実現 

企業価値 

少ない個人投資家 
頼みの不安定な 
株式取引状態 

機関投資家を含めた 
流動性の安定した、
株式取引に移行 

機関投資家の不在 

海外のIPO基準 
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日本のIPO基準 

IPO 

資本市場からの資金調
達の安定化に伴う、更
なる企業成長の可能性
拡大と企業の成熟化の
獲得。 

機関投資家の投資適格 
基準への合致 

IPO 

海外のIPOにおいては、機関投資家の投資適格基準に合致したタイミングで行われるよう市場
形成がされていますが、日本においては上場規制緩和の一方で、機関投資家不在の時期が発生
する構造が解決されていません。 

公開後のマイクロキャップでのグロース戦略サポート 



現在 

３年後 
機関投資家対象の企業価
値300億円なる企業にな
ることがゴール 

企業成績イメージ 
売上150～200億円 
利益率 10％ 
利益 15億円 
PER 20 
株主数 1万人 
株式出来高 日1000単位 

企業価値 
300億円 
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必要に応じた、増資対応  

 
 
 
 

IRのスキルアップ  

 
 
 
 

事業戦略 
成長戦略の 
ブラッシュアップ  

 
 
 

事業拡大のための 
資本増強  

【
資
本
市
場
】 

【
発
行
会
社
】 

取引高 

時価総額 

機関投資家ユニバースまで発展するために事業会社の支援 

株式公開したベンチャー企業が、機関投資家が投資できるようになるために、事業収益を拡大
すると同時に、株式の取引拡大のためにIR戦略の展開により株主数の拡大、PERの拡大を指導
していくことが必要。 



 

４/５） ベンチャー企業の成功・失敗要因について 
 

①技術・ビジネスモデルの評価。  
   – 【インベンション・プロダクト】： 
 プロダクトが応用技術をつかった機能提供である段階である
 場合は 応用技術の実用性がキー 
 
   – 【イノベーション・プロダクト】： 
 プロダクトが新しいビジネスモデルやライフスタイルを提供
 する段階である場合は大衆市場への受入がキー 
 
②大手企業との提携による販売チャネルの確立。 
③マイルストーン投資による資本力の継続的なサポート。 
④経営者の資質：ビジョン・アントレプレニュアーシップ・インテ 
    グティー 



 

  ６） ベンチャー企業によるＮＥＤＯ
   事業の活用について   
 

 
スタート立ち上げのための研究開発及びプロトタイプ作成の
ための費用として利用 
 



 

  ７） 国に期待することについて   
 

①シードの研究開発の投資を、補助金だけではなく、産業革新機構
等からのエクイティ投資も活用して結果をトラックしていくべき  
 
②民間のリスクマネーへの供給をするときに直接ベンチャー投資を
する形態から、ハンズオン投資のできるベンチャーキャピタル会社
をF2F投資することでグローバルに通用するROIパフォーマンスを
出せるハンズオン指導できる独立系のベンチャー経営の経験のある
ベンチャーキャピタル会社を数社育てていってほしい。 
 
③株式公開するバーを低くするだけでなく、機関投資家が投資をす
るまでのマイクロキャップに対する投資を供給してIPO後スムーズ
にグロース展開できる証券市場をつくる支援をしてほしい。 
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